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正常な人間の血清中には種々の既知および未知の物質が含まれており,その

生理活性についても研究が進められている.たとえば正常人の血清は培養した

ラットおよびヒヨコの神経と筋細胞の系でその接合部の形成を抑制することが

知られている(Obata,Ueki & Yoshida 1976).従って血清中のどのような

“factor”が神経－筋接合部にどのような影響をおよぼすかを知ることは重要

であると考えられる.一方,我々は神経－筋伝達に関与する種々膜蛋白でウサギ

を免疫し,その抗体の神経－筋興奮伝達におよぼす効果を見る予備実験として,

正常ウサギ血清のカエル神経筋接合部におよぼす効果を主に微小電極法で観察

し,正常ウサギ血清が微小終板電位の頻度を異常に増加させる事実を見出した

(Ito, Miledi & Vincent 1974).正常ウサギ血清のこの効果は,熱処理(56℃,30

分)およびヒドラジン処理により消失するので血清中の補体系による効果であ

ろうと推定出来た.今回はさらに伝達物質の異常放出を引き起こす血清中の

“factor”が補体系であることを強く示唆する結果を得たので報告する. 


